
「自死遺族実態調査の概要」
１　目　的
　　自殺対策を効果的に推進するためには、自殺の原因・動機や背景、遺された遺族の状況など、自殺の実態を具体的に把握し、その実態に即した自殺防止策及び遺族支援策等の対策を講じることが必要である。そこで、自殺の危険を早期発見し、効果的な危機介入を図るための対策や、遺族が必要とする効果的な遺族支援策などの対策を検討するための基礎資料を得るため、自殺に至るまでの経緯や自殺前の自殺者本人の状況、さらに、自殺発生後の遺族の状況などについて、自殺者の遺族からの詳細な聞き取り調査を行う。
２　実施方法
（１）　委託先　　　　NPO法人自殺対策支援センターライフリンク
（２）　実施期間　　　調査委託の日から平成２１年３月３１日まで
（３）　調査方法
　自殺者の遺族を対象として、訪問面接により、①自殺に至るまでの自殺者本人の社会的、個人的な状況などの自殺者に関する情報と、②自殺発生後の遺族の状況・心情等　についてのヒアリング調査を行う。

（４）　調査対象者

　　　　自殺者の遺族（都内在住・在勤等の方）を対象とし、広報、パブリシティ、自死遺族支援講演会、リーフレットの配布等により調査の周知を図り、参加・協力の申し出のあった方のうち、調査の趣旨に賛同して同意した方に対して面接を行う。
（５）　規模　　　　　調査対象者数の目標は１００人とする。

３　調査内容等
（１）　自殺者（当時）に関する調査項目
　　　・性別・年齢、経歴、既往歴等のプロフィール

　　　・収入、資産、生命保険の状況
・自殺の原因・動機に関する事項

・自殺直前（２週間前）のサイン
・援助希求（相談）の状況　　　　　　　　等

（２）　遺族（事後）に関する調査項目
　　　・自殺者との関係、自殺前の状況等の基本的事項

・自殺発生時の状況、心情等

・自殺発生後の悩み、心配に関する相談の有無
・現在の状況、心情等

・行政機関等への要望　　　　　　　　　　等
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